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パーキンソンみえ１５年のあゆみ（年表）

支部だより創刊号から～今日
こんにち

まで主な活動・話題をひろってみました

西暦 月 出  来  事 支部だより

1973 4 愛媛県でパーキンソン病友の会を結成

（全国初・会員３家族４人）

1976 11 東京都、愛媛県、神奈川県の一都二県で

全国パーキンソン病友の会を結成

2005 8 全国パーキンソン病友の会三重県支部発足（全国で４１番目）

【初代支部長 河合武雄氏（鈴鹿市） 会員患者１１名 家族６名参加】

規約・役員選出  初年度会費・入会金なし

三重大学大学院（当時）の葛原茂樹教授が顧問に就任

創刊号(2005.10)

2006 1 会員数が１３５名となる

5 ブロック代表決まる

・津（東 陽子） ・松阪（中尾恵美子） ・志摩（山本奉孜）

6 第三十回全国大会記念総会に初めて三重県支部参加

11 鈴鹿医療科学大学の学園祭で初めて国会請願署名活動を実施した

12 パーキンソン病軽症患者の医療費公費負担外しの検討が厚労省で本格化したが、

全国友の会の抗議でとりあえず撤回された

2007 4 パーキンソンみえ第二回定期総会に全国友の会の齋藤博会長が出席された

全国パーキンソンデーの国会請願活動に三重から初めて代表１名が参加した

第二回定期総会に合わせ、真鈴川聡先生が医療講演され、顧問に就任された

6 パーキンソン病医療費公費負担維持について、県議会に請願し採択され、

県議会議長名で衆参議長・総理大臣など関係機関宛に意見書を提出した

9 支部として初めて津ブロックの交流会を開催

2008 5 二代目支部長に桝田恒久氏（津市白山町）就任

9 鈴鹿医療科学大学の学生さんがボランティアとして医療講演会に参加、

現在に至る

10 全国パーキンソン病友の会本部が「一般社団法人」となる

（１０月１３日法務局承認）

2009 10 津ブロックで初めて「なばなの里」に日帰りバス旅行

2010 5 三重大学大学院教授 冨本秀和先生が顧問に就任

年会費を三千六百円から四千八百円に改訂

10 三重大学と鈴鹿回生病院が連携して、脳深部刺激療法（ＤＢＳ）の

三重県内治療体制を整えた

結成当初の街頭活動
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西暦 月 出  来  事 支部だより

2011 5 三代目支部長に森寺哲三氏（鈴鹿市）就任 現在に至る

6 改正介護保険法成立で、二十四時間対応訪問サービス導入

10 鈴鹿・亀山ブロックは「名古屋リニア鉄道館」に

日帰りバス旅行

2012 5 「声の音楽療法」を太田倫代先生の指導で始めた

10 津と四日市ブロック合同で「なばなの里」に日帰りバス旅行

鈴鹿・亀山ブロックは「名古屋港水族館」に日帰りバス旅行

2013 10 津と四日市ブロック合同で「ブルーメの丘」に日帰りバス旅行

2014 4 第九回定期総会・医療講演会から

寺島秀幸先生の「リハビリ体操」が始まり現在に至る

12 支部だよりに真鈴川聡先生による「パーキンソン病Ｑ＆Ａ」コーナーを

掲載したが、利用者が少なく１年半で休止した

2015 1 「難病の患者に対する医療等に関する法律」（難病法）が施行

消費税等の財源で「医療費助成制度」が確立された

6 第一回ＪＰＣ（日本パーキンソン病コングレス）に

東さん（当時会計担当）が参加

2018 2 津ブロックで「ソフトエアロビクス講座」を開講、現在に至る

5 日本難病・疾病団体協議会（ＪＰＡ）は

５月２３日を「難病の日」と決めた

9 パーキンソンみえ第一回家族の会を開催

10 パーキンソン病患者の脳に世界で初めてｉＰＳ細胞を移植（京都大）

2019 6 第五回世界パーキンソン病学会（ＷＰＣ２０１９）が京都で開催

11 支部だよりに「体験アドバイスコーナー」を開設

2020 1 おしゃべりカフェ「クローバー」を開店

2 支部だよりに真鈴川聡先生の

「紙上相談コーナー」を開設

5 新型コロナウィルス感染症対応のため第十五回定期総会中止（書面表決に変更）

１５周年記念医療講演会と作品展・疾患啓発活動は９月に延期

第２７号

(2012..08)

鈴鹿医療科学大学での署名活動

国会請願で厚労省と交渉・要請行動


